[bookmark: _GoBack]技術者の資格・工事経験調書

商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　

（直近の経営事項審査の総合評定値通知書の審査基準日　　　　　年　　月　　日）
	配置予定技術者の氏名
	監理（主任）技術者　　　　　　（フリガナを記入）
上記の者は経営業務の管理責任者ではありません。

	法令による資格・免許
	級　　施工管理技士　　　　　年　　月取得（登録番号　　　）
（監理技術者資格者証番号　　　　　　　　　　　　　　　　）
（ＣＯＲＩＮＳ技術者ＩＤ　　　　　　　　　　　　　　　　）

	工事経験の概要
	工事名
	

	
	発注機関名
	

	
	工事場所
	

	
	契約金額
	

	
	工期
	

	
	従事役職
	現場代理人・主任（監理）技術者・その他（　　　　　　　　　　　　）

	
	工事内容
	

	
	ＣＯＲＩＮＳへの登録
	有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・無

	他の工事の従事状況
	工事名称
	

	
	発注機関名
	

	
	工期
	

	
	従事役職
	現場代理人・主任（監理）技術者・その他（　　　　　　　　　　　）

	
	ＣＯＲＩＮＳへの登録
	有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・無

	営業所の専任技術者との重複
	無　・　有（配置技術者になることができない場合があります）

	監理技術者補佐の氏名
※配置する場合のみ
	監理技術者補佐　○○　○○（フリガナを記入）
上記の者は経営業務の管理責任者若しくは専任技術者又は他の工事の配置技術者のいずれでもありません。

	法令による資格・免許
	〇級○○施工管理技士　　　　　　年　　月取得（登録番号　　　）
　（監理技術者資格者証番号　　　　　　　　　　　　）


注１　公告記載事項を確認できる内容を記載すること。
　２　直近の経営事項審査の総合評定値通知書の審査基準日には，現在有効な経営事項審査の総合評定値通知書の審査基準日を記入すること。
　３　「工事経験の概要」欄におけるＣＯＲＩＮＳへの登録について，いずれかに○を付すこと。有の場合は登録番号を（　）内に記入し，登録内容確認書の写しを添付すること。無の場合は契約書の写し（変更契約分まで）及び検査結果通知書の写し等（公告で定めた資格要件が確認できるもの）を添付すること。ただし，配置技術者の工事経験が要件とされていない工事にあっては，この欄の記入は不要である。
　４　監理技術者の配置が要件とされている工事にあっては，監理技術者資格者証の写し（表裏とも）を添付すること。ただし，監理技術者資格者証と講習修了証を統合していない者については，両方の写し(講習修了証は表面のみ)を添付すること。
　５　主任技術者の配置が要件とされている工事にあっては，資格を確認できる書類の写しを添付すること（実務経験者の場合は，実務経歴書を添付すること）。
　６　他の工事の現場代理人として配置している者（災害復旧工事及び道路環境保全委託（路線委託）を除く）を配置予定技術者とする場合は，当該工事の発注者が兼務を承認したことを証する書面の写しを添付すること。（本件工事が，主任技術者の専任を求めない災害復旧工事の場合は添付を不要とする。）
　７　監理技術者又は主任技術者と受注者との雇用関係が確認できるもの（健康保険証の写し(保険者番号及び被保険者等記号・番号を復元できない程度にマスキングを施すこと。)等）を添付すること。ただし，監理技術者証で確認できる場合はこの限りでない。恒常的な雇用関係（３か月以上）が必要である。
　８　配置予定技術者の経験は，原則として工事の全期間従事している場合に認めることとし，準じる技術者（監理技術者又は主任技術者に準じて下請業者を指導する立場であったと認められる者）の場合は，「下請けを指導する立場」であったことを確認できる施工体系図等を添付すること。
　９　「他の工事の従事状況」欄におけるＣＯＲＩＮＳへの登録について有の場合は，登録内容確認書の写しを添付すること。無の場合は，契約書の写し（変更契約分まで）を添付すること。
　10　複数の技術者を配置する場合は，この様式を複写して添付すること。
　11　特定共同企業体として入札参加希望する場合の添付書類は，各構成員ごとに作成すること。
　12　複数の技術者を配置する場合は，この様式を複写して添付すること。
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